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花草木

【ダイオウショウ】

　ダイオウショウは、北アメリカ東南部を原産とするマツ科の常緑針葉樹で土壌を選ばずに生育します。樹皮は

暗褐色で上へいくほど赤くなり、樹齢を重ねると鱗状に剥離します。マツの仲間では世界一長い葉を持つことから

「大王」と称され、雄大な樹形を観賞するため公園や庭園に植栽されます。

　日本で一般的なクロマツやアカマツは針状の葉が二本一組で生じる

「二葉松」ですが、ダイオウショウは葉が三本一組の「三葉松」です。

樹齢を重ねたダイオウショウの葉は長さ 20 ～ 30 ｃｍですが、若い木

では 40 ～ 50 ｃｍにもなって枝先に垂れ下がります。参考にクロマツ

の葉は長さ 10 ～ 15 センチほどです。長い葉が描く曲線は柔らかで美

しく、切り枝を生け花に使うこともあり、葉から採取したエキスは美

容効果があるとされ、アイマスクやリップパックなどの原料にも使わ

れるそうです。

　ダイオウショウのマツボックリ（球果）は、長さ 20 ～ 30 ｃｍの円柱形で、翌年の 10 月に熟す。種子は翼のあ

る楕円形で長さは１センチほど。原産地では野生のリスが好んで食べるとのことで、圧倒的に存在感のある巨大な

マツボックリはフラワーアレンジメントや工作に使われます。

ダイオウショウ ( 大王松 ) の花言葉は 「縁起が大変良い」です。

　我が署のスタッフ　奈良森林管理事務所我が署のスタッフ　奈良森林管理事務所
　　　　　　　　　　                            　　　　　　　　　　                            上山　星凜上山　星凜　( うえやま　きらり） （R5 年度採用）　( うえやま　きらり） （R5 年度採用）

【現在取り組んでいる仕事は？】
　総務グループで経理を担当しています。主には旅費精算、物品管理・調達、支出関係をしています。経理の業務

内容は毎月同じような内容なので、徐々に慣れてきていますが経理事務全般をこなすことはできていないので、徐々

に全般を担っていきたいと思います。

【職場の雰囲気は？】
　優しい方やおもしろい方が多く、普段から明るい職

場です。わからないことがあれば、丁寧に教えてくれ

るので、すぐに聞くことができる良い職場と思います。

【林野庁の魅力は？】
　各府県の国有林でお仕事ができたり、その地域の人

との関りが生まれたり、休日にその地域を観光するこ

とで知れることもたくさんあるかなと思います。

　また職場の人も入れ替わるので、様々な人と一緒に

お仕事することができて楽しいと思います。

那智勝浦町（和歌山県）で撮影

事務室内で執務中です
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森林事務所等紹介森林事務所等紹介
　　　　　　　　　　　　新宮森林事務所新宮森林事務所 ( 和歌山森林管理署 )( 和歌山森林管理署 )
　　　　　　　　　　　　地域統括森林官　森永　啓吾（もりなが　けいご）　　　　　　　　　　　　地域統括森林官　森永　啓吾（もりなが　けいご）

　新宮森林事務所は、和歌山県南部の新宮市に所在しています。管轄区域は、新宮市、那智勝浦町、古座川町、北山

村一円で、国有林 10 団地 2,418ha、官行造林５団地 538ha を管理し、北は奈良県、東は三重県と接しており紀伊山

地の急峻な山が特徴です。

　森林事務所管内には、世界文化遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の熊野古道「高
こ う や ざ か

野坂」や川の熊野古道「熊野川」のほか、

熊野三山の熊野速玉大社（新宮市）、熊野那智大社（那智勝浦町）があり、新型コロナ感染症の規制緩和後は欧米な

どからの旅行者を多く見かけます。特に、那
な ち さ ん

智山国有林（那智勝浦町）を水源とする日本一の落差を誇る名瀑「那智

の大滝」は、荘厳な絶景が多くの人々を魅了し、週末には訪れた参拝客や観光客の車で長い列ができるほどです。

　このほか、全国唯一の飛び地の村である北山村は、昔から筏流しが盛んで、現在も観光筏流しが行われています。

　また、世界文化遺産のコアゾーンとなっている権
ごんげんさん

現山国有林（新宮市）と那智三峰のひとつ妙法山に位置する

妙
みょうほうさん

法 山 国有林（那智勝浦町）では、木造文化財などの修復に必要な

檜
ひ わ だ

皮※の採取を行う「檜皮の森」を設定し、檜皮の採取や原
も と か わ し

皮師の養成

等のためのフィールドとして提供しています。

　さらに、大浜国有林（新宮市）は、城下町新宮を太平洋の潮風から守っ

てきた松原が広がっています。昔は樹齢 200 年以上のクロマツが群生

し、キツネやタヌキなども棲息していたそうです。松原は現在も市民

の憩いの場として親しまれているほか、目の前の砂浜はウミガメの産

卵場所としても知られています。

  今年は、「紀伊山地の霊場と参詣道」熊野三山 世界遺産登録２０周年

を迎えます。すでに国内外に記念イベントなどの情報発信が行われて

おり、古道巡りの観光客の定着が期待されるとともに遺産の価値や魅

力を再認識する年になるでしょう。

御
み た ら い

手洗国有林 熊野古道・高野坂 那智山国有林 二ノ滝

 檜皮採取の様子（妙法山国有林）
※樹齢およそ 100 年以上の檜（ひのき）の木から、木を伐採せずに立木のま

　ま皮をはぎ取ります。この採取した皮を「檜皮（ひわだ）」と言い、檜皮葺
　き屋根の材料として使用します。皮をはぎ取る作業を行う職人を「原皮師（も
　とかわし）」と呼びます。
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シリーズ　『国有林 最前線！』シリーズ　『国有林 最前線！』
        荒廃した植生の回復に向けた取組　- 大杉谷国有林 -        荒廃した植生の回復に向けた取組　- 大杉谷国有林 -　　              
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                                                                                                                                                                            三重森林管理署三重森林管理署
　三重森林管理署が所管する大

おおすぎだに
杉谷国有林は、三重県多気郡大台町に位置し、標高 320m から 1,695m の日出ヶ

岳山頂まで実に標高差約 1,400m 近くもあり、暖温帯から亜高山帯までの多様な森林が連続してみられる学術
的にも貴重な地域であるため、平成 3 年に森林生態系保護地域として設定しています。
　しかしながら、昭和 34 年に紀伊半島から東海地方に大きな被害をもたらした伊勢湾台風等により大杉谷国
有林は大規模な風倒被害が発生し、その後のニホンジカの個体数増加により多くの森林が衰退し、未立木地
が拡大しました。このため、平成 20 年度から 5 年間にわたり被害状況の調査を行い、平成 24 年度に「大杉
谷国有林におけるニホンジカによる森林被害対策指針」を策定しました。その指針に基づき、森林後退の拡
大の抑止のための植生保護策等の設置、天然林の更新環境の回復のための地域性苗木（大杉谷国有林で採取
した種から育てた苗木）の植栽やニホンジカの捕獲等に取り組んでいます。
　令和 5 年度は、環境省近畿地方環境事務所との連携した取組の中で、20 名のボランティアの方々とニホン
ジカ等からの食害から守り成長を促すため、9 本のトウヒの稚樹の周りに植生保護柵を設置したほか、植生の
回復を補助するため 0.16ha の未立木地への地域性苗木の植栽・植生保護柵の設置や森林を荒廃させないため
73 頭のニホンジカの捕獲を行いました。ニホンジカ捕獲に関する新たな試みとして、大型排水管を設置し、
捕獲したニホンジカの埋設処理を行いました。
　これまでの取組の成果として、植生保護柵等を設置した箇所でトウヒやヒノキ等の生育が確認されています。
　今後も長期にわたっての対策が必要な状況であるため、継続的に関係機関と連携し、荒廃した植生の回復
に向けて取り組んでまいります。

ボランティアによる植生保護柵設置成長が期待されるトウヒの稚樹

地域性苗木の植栽（イヌシデ） 埋設処理のための大型排水管


